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第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ３．カムイとともに

※４　何かの目的（なにかのもくてき）：人にとってありがたい目的ばかりではなく、例えば

パートウムカムイは病気（とくに伝染病）をまくという目的を持っている。

※５　祭祀具（さいしぐ）：神々などをまつるための道具。

「マレック（マレク）漁の集い」で漁の前におこなわれるカムイノミ。北海道ウタ

リ協会上士幌支部。（上士幌町・東泉園）

今でもサケを殺すのに、木の棒を利用する。固さや重さなどからしても、

木の棒がちょうどいいという。（サケをふ化して増やすための捕獲場）

（上）歴舟川 （ペルプネイ・大樹町）。

（右）歴舟川の支流である歴舟中の

川（ルウドルオマプ）上流には、 その

名も「神威岳（カムイヌプリ）」がある。

　アイヌ文化では、サケ（カムイチエプ：カムイの

魚）が川をのぼり始め、漁を始める時、「アシリ・

チエプ・ノミ（新しいサケをむかえる時のカムイへ

の祈り）」をおこないます。

　こうしたカムイへの祈り（カムイノミ）の時には、

それぞれのカムイに、木をけずって作った「イナウ

（カムイに言葉をきちんと伝えるための祭祀具）」を

ささげます。

サケをとる前の儀式

　サケを網やマレクでつかまえ、舟や陸にあげると、太さ

２～３㎝、長さ30～40㎝くらいの「イパキクニ」と名づけ

られた木の棒で、頭をたたいて殺します。

　ただ、このイパキクニはただの棒ではなく、「イナウ」で

もあります。サケに、感謝の気持ちを伝えるものなのです｡

　また、サケをとるときにはとりつくさないで、川の上流

に住む人たちの分や、サケを食べる動物の分も残されてい

たといいます。

　そうすることで、川や自然のめぐみ（サケや動物）をと

る暮らしを、みんなでずっと続けていくことができるよう

になっていました。

サケをとる時の「礼儀」

② 「カムイ」 としての川
　川（ペツ、ナイ）はアイヌ民族にとって、水や食べ物

をあたえてくれるところであり、道でもありました。今

でも、水道水の多くが川から取られています。

　つまり、川は暮らしを支えてくれる存在であり、生き

ていくためになくてはならないものです。

　また、季節や天気、場所でそのようすを大きく変え、

思い通りにならないことがよくあります。性格を持ち、

気分が変わる人間のようでもあります。

　つまり、川は「カムイ」なのです。そして川にはワク

カウシカムイ（水のカムイ）やミントチカムイ（精霊の

ようなもの）などが暮らしているのです。

　さらに、上流には高い山があり、そこには

山の神（キムンカムイ）がいました。

　現代になり、川とのつきあい方も川のすが

たも変わりました。今の川に、カムイたちを

見つけられるでしょうか？
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